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で
は
特
に
家
庭
ご
み
の
適
切
な
処
理
の
重

要
性
が
問
わ
れ
て
い
る
。
５
月
中
旬
に
連

邦
政
府
の
米
国
環
境
保
護
庁(

Ｅ
Ｐ
Ａ)

は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
い
ま
、
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
や
抗
菌
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
、
段
ボ
ー
ル
箱

な
ど
の
日
用
品
リ
サ

イ
ク
ル
に
つ
い
て
発

表
を
行
っ
た
。

　

Ｅ
Ｐ
Ａ
で
は
各
家

庭
か
ら
ご
み
を
出
す

際
の
注
意
点
と
し
て
、

以
下
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

（
１
）
リ
サ
イ
ク
ル

ご
み
が
濡
れ
な
い
よ

う
乾
燥
し
た
状
態
で

出
す
こ
と

（
２
）
地
域
の
ご
み
収
集
業
者
や
行
政
の

指
示
に
従
い
現
在
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
も
良

い
ご
み
だ
け
を
指
定
の
ご
み
箱
に
入
れ
る

こ
と

（
３
）
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
が
運
営
し
て
い

な
い
地
域
は
米
国
疫
病
対
策
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
の
安
全
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従

い
地
域
指
定
の
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に

持
っ
て
い
く
こ
と

（
４
）
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
バ
ッ
グ
、
マ
ス
ク
、

ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ゴ
ム
手
袋
な
ど

は
リ
サ
イ
ク
ル
し
な
い
こ
と

（
５
）
家
庭
内
で
コ
ロ
ナ
陽
性
反
応
を
受

け
た
者
が
い
る
際
は
普
通
ご
み
と
し
て
扱

う
こ
と

（
６
）
リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
箱
を
普
通
ご
み

箱
に
併
設
し
な
い
こ
と
で
業
者
の
リ
ス
ク

を
減
ら
す

オ
レ
ゴ
ン
州
リ
サ
イ
ク
ル
業
協
会

関
係
者
の
緊
急
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
開
催

　

連
邦
政
府
か
ら
の
通
告
は
、
地
方
自
治

体
で
も
同
様
に
行
わ
れ
て
い
る
。
筆
者
の

住
む
オ
レ
ゴ
ン
州
で
も
廃
棄
物
処
理
の
試

行
錯
誤
が
見
ら
れ
る
。

　

オ
レ
ゴ
ン
州
リ
サ
イ
ク
ル
業
協
会

（A
ssociation of O

regon Recyclers

）

が
５
月
19
日
に
実
施
し
た
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
に

は
、
行
政
、
ご
み
処
理
業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
部

門
か
ら
８
人
が
登
壇
。
共
通
し
て
い
た
の

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
や

リ
サ
イ
ク
ル
が
激
減
し
た
の
に
対
し
、
個

人
宅
か
ら
は
激
増
し
、
各
々
変
化
の
対
応

に
追
わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。

　

同
州
で
は
３
月
20
日
か
ら
自
宅
待
機
令

が
出
さ
れ
、
州
政
府
か
ら
認
め
ら
れ
て
い

な
い
ビ
ジ
ネ
ス
は
全
て
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

に
な
っ
た
。
飲
食
店
は
持
ち
帰
り
に
切
り

換
え
る
か
、
一
時
休
業
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

オ
レ
ゴ
ン
州
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

バ
ッ
グ
の
廃
止
が
１
月
か
ら
始
ま
っ
た
。

と
こ
ろ
が
コ
ロ
ナ
禍
で
マ
イ
バ
ッ
グ
か
ら

の
ウ
ィ
ル
ス
感
染
を
恐
れ
た
ス
ー
パ
ー
な

ど
が
激
増
。
紙
製
バ
ッ
グ
が
枯
渇
す
る
と
、

一
時
的
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
使
用
を
許

可
す
る
動
き
が
出
て
い
る
。

　

ま
た
、
オ
レ
ゴ
ン
州
が
全
国
を
牽
引
し

て
き
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ト
ル
（
ガ
ラ
ス

瓶
・
空
き
缶
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ボ
ト
ル
な

ど
を
店
に
戻
す
こ
と
で
１
本
10
セ
ン
ト
還

元
）
の
一
時
的
中
止
を
呼
び
掛
け
た
た
め
、

家
庭
か
ら
の
こ
れ
ら
の
排
出
量
が
激
増
し

て
い
る
。

必
要
不
可
欠
な
ご
み
処
理
業
サ
ー
ビ
ス

感
染
拡
大
対
策
と
業
務
の
継
続

　

オ
レ
ゴ
ン
州
リ
サ
イ
ク
ル
業
協
会
主
催

の
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
は
、
発
表
し
た
登
壇
者

全
て
が
、
最
前
線
で
働
く
職
員
に
対
し
て

の
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
て
い
た
の
が
印

象
的
だ
っ
た
。
職
員
の
安
全
性
を
確
保
す

米
国
環
境
保
護
庁
に
よ
る

各
家
庭
へ
の
注
意
喚
起

　

コ
ロ
ナ
禍
の
い
ま
、
世
界
中
で
ご
み
問

題
が
問
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ

る
た
め
に
米
国
疫
病
対
策
セ
ン
タ
ー(

Ｃ

Ｄ
Ｃ)

の
安
全
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
い
な

が
ら
、
職
員
同
士
の
接
触
が
な
い
よ
う
シ

フ
ト
組
み
換
え
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
変
更
し

た
り
、
個
人
携
帯
と
職
場
の
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
が
直
接
つ
な
が
る
よ
う
対
応
し
た
。

職
場
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
一
般
公
開
と
い
っ

た
、
緊
急
性
の
低
い
も
の
は
先
送
り
に
す

る
な
ど
、
数
日
の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
変
更

に
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
組
織
が
多
か
っ

た
よ
う
だ
。

　

一
方
で
、
直
接
職
員
同
士
が
と
っ
て
い

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
電
話
越
し
や

オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
み
で
は
難
し
く
な
っ
た

り
、
組
織
に
よ
っ
て
は
一
時
的
解
雇
や
残

業
代
が
な
く
な
る
な
ど
、
他
の
課
題
も
見

え
て
き
た
。

　

ご
み
処
理
業
サ
ー
ビ
ス
は
社
会
に
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。
登
壇
者
た
ち
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
今
だ
か
ら
こ
そ
市
民
の
生
活
に
対

し
て
「
普
段
」
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

て
い
る
こ
と
に
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
い
た
。

こ
う
い
っ
た
状
況
に
お
い
て
感
謝
さ
れ
る

こ
と
が
増
え
、
職
員
自
身
の
誇
り
と
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
ま
り
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
そ
れ
が
業
界
の
一
体
感
へ
と
昇
華
さ

れ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
た
。

【
参
照
】

オ
レ
ゴ
ン
州
リ
サ
イ
ク
ル
業
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://oregonrecyclers.org/

特 別 寄 稿

特 別 寄 稿特 別 寄 稿

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
リ
サ
イ
ク
ル
の

重
要
性
と
オ
レ
ゴ
ン
州
の
い
ま

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
州
立
大
学
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
実
践
・
研
究
セ
ン
タ
ー
　
飯
迫 

八
千
代

必
要
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
と
プ
ラ
イ
ド

オレゴン州リサイクル業協会主催ウェビナーの概要

■開催趣旨
再利用から廃棄まで、資材管理業界全体がCOVID19の影
響を受けています。オレゴン州全体の業界リーダーが現場
で何を見ているのか、システムの混乱をどのように管理し
ているのかについて議論します。 参加者は、COVID19が
リサイクル市場にどのように影響を与えているか、また国レ
ベルで見られるいくつかの課題についても学びます。

■日時
2020年5月19日　10：00 ～ 11：45

■スピーカー
◦Daniel Bartholomew（Free Geek、エグゼクティブディレ

クター）
コンピューター、部品、周辺機器などを再利用している非
営利団体

◦Josh Brown （Waste Connections、地区マネージャー）
北米で3番目に大きい廃棄物管理会社

◦Sarah Grimm （レーンカウンティ、廃棄物専門家）
◦Pierce Louis（スイスアーミーナイフ、ダートハガー共同

創設者）
環境サービス会社（主に土壌）

◦Joel Schoening （オレゴン飲料リサイクル協同組合、コミュ
ニティ関係マネージャー）

◦Elizabeth Start （SCRAP Creative Reuse Centers、エグ
ゼクティブディレクター）
非営利団体

◦Colin Staub（Resource Recycling、シニアリポーター）
リサイクル業界向けジャーナルを発行

◦Molly Vogt （メトロ、情報および分析マネージャー）
官公庁

【プロフィール】

ポートランド州立大学内外でコラボレーションを基にさまざまな持続可能な
まちづくり事例をスタディツアーとして開示・コーディネートしているプロジェク
ト「First Stop Portland」のディレクター。国際関連人材育成プログラムマ
ネジャーも兼務。
★ポートランド州立大学とファースト・ストップ・ポートランド・・・
ポートランド州立大学はアメリカ国内の約４０００校の大学の中で「全米で
最もイノベーティブな大学」ランキングのトップ10に選ばれるなど、先鋭的
な校風が特徴で、グリーン（環境）に関連する取り組みにも精通している。
ファースト・ストップ・ポートランドは、全米でも珍しいユニークでイノベーティ
ブな機関として認識されており、企業をはじめ政治・行政、研究者など、ポー
トランドで活躍するリーダーやイノベーター、専門家などとのネットワークを柱
に、人的支援を盛んに行っている。スタディーツアーは個別の要望に合わ
せてコーディネイト。
https://www.pdx.edu/fsp/first-stop-portland-0

㊤リサイクルボトルを集めるセルフサービス機械。１
人で年間約107ドル得ることができる（ボトルドロップ
組織のウェブサイト）㊦スーパーマーケットに設置さ
れているリサイクルボトルのデポジットセンター。コ
ロナの影響でほぼ全てのスーパーがこの利用を中断

コロナウィルスによる市内の公園閉鎖のようす

閑散としたポートランド市役所前。手前はポートランドのあ
ちこちにあるごみ箱（ポートランドの地方紙：ウィラメット
ウィーク新聞より）




